
合
田
日
五

四

）
　

上
酬
円
棚
別

測
迭

性
鉄

輌
休

上
日
い
甘
本

鴻
半

「採
点
基
準
」
で
処
理
で
き
な
い
場
合
は
、
各
校
の
統

一
見
解
で
採
点
さ
れ
た
い
。

公
異
面

へ
続
く
）

□ □（小
計
）

二
十
一一一点

問

　

　

題

(六) (五) (四) (三) (二 ) ( 一 ) (九) (七) (六) (五) (四) (三) (二 ) ( 一 )

一　
　
占
小

一
一
　

占
小

〓
一　
点

一　
　
占
小

一
一　
点

一
一
　

占
小

一
一
　

占
小

一
一
　

占
小

占
い

一
一
　

占
小

一
一
　

占
小

一
一
　

占
小

十
一
　

占
小

一
一　
点

一ハ
　
点

配

　
点

ア ア

も
の
の
見
方
・考
え
方
の
違
い
が
鮮
明
化
し
て
く
る
こ
と
。

ウ

① ①
（例

一
）

長
年
の
研
究

の
成
果
が
実
を
結
ん
で
、　
つ
い
に
彼
は
ノ
ー

ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た
。

（例
二
）

高
校
に
入
学
し
て
か
ら
の
彼
の
記
録
の
更
新
に
は
、
目
を

み
は
る
も
の
が
あ
る
。

① ① Ａ
の
文
か
ら
は
、
私
が
桃
を
好
き

で
あ
る
こ
と
は
わ
か
る

が
、
桃
以
外

の
果
物

の
好
き
嫌

い
は
わ
か
ら
な

い
。

Ｂ
の
文

か
ら
は
、
桃
以
外
の
果
物
に
も
好
き
な
も
の
が
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。

① A ① ① ④ ①

正

答

例

イ ウ ウ
部

首
イ ウ

郵
便
ま
か

（せ
る
）

② ③ ② ② ② B ② ② ⑤ ②

ア イ ア
十

四
ア ウ

裁

判

卜
守

９

ギ
】

③ ⑥ ③

オ

著

（
し
い
）

う
な
が

（す
）

文
章
の
展
開
に
即
し
て
内
容
を
と
ら
え
、
理
解
す
る

と
と
も
に
、
的
確
に
ま
と
め
る
力
を
み
る
問
題

で
あ

る
。
以
下
の
よ
う
な
観
点
に
基
づ

い
て
採
点
さ
れ
た

い
。
・

本
文
中

の
言
葉
を
使

っ
て

「
文
脈
」
「
ク

ロ
ー
ズ

ア
ツ
プ
」
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
か
。

・

的
確
に
ま
と
め
て
い
る
か
。

同
様
の
趣
旨
で
あ
れ
ば
よ
い
。

表
現
に
関
す
る
誤
り

（文
法
、
文
体
、
語
句
の
意
味

・

用
法
、
主
述

の
照
応
等
）
、
表
記
に
関
す
る
誤
り

（文

字
、
仮
名
遣

い
、
句
読
点
、
符
号
の
用
い
方
等
）
が
二

か
所
以
上
あ
る
も
の
は

一
点
を
減
ず
る
。

部
分
点
可
。

（各

一
点
）

（各

一
点
）

出
題
の
趣
旨
に
合

っ
て
い
れ
ば
よ
い
。

部
分
点
可
。

（各

一
点
）

（各

一
占
じ

*

助
詞
の
用
法

・
は
た
ら
き
に
つ
い
て
理
解
す
る
力
を

み
る
と
い
う
出
題
の
趣
旨
に
合
っ
て
い
れ
ば
よ
い
。

部
分
点
可
。

*
（各

占
Φ

（各

点

）

（各

占
じ

（各

一
点
）

（各

占
じ

備

考



合

計

五

十

点

十筆                               区∃
点
V

（小
計
）

十

七

点

(二) ( 一 )

(七)

八

　

点

一
一
　

占
い

四

　

点

一
一　
点

400

（例
）
最
近
、
私
た
ち
の
町
で
も
、

レ
ジ
袋
を
有
料
と
す

る

ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ

ッ
ト
が
多
く
な

つ
て
き
ま

し

た
。
そ
の
よ
う
な

ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ

ツ
ト
で
は
、

レ

ジ

で
代
金
を
支
払
う
と
き
、
「
レ
ジ
袋
は
必
要
で
す

か
。
」
と
聞
か
れ
ま
す
。
私
は

マ
イ
バ

ッ
グ
を
持

っ

て
い
く
の
で
、
ご
み
と
し
て
捨
て
る
か
も
し
れ
な

い

レ
ジ
袋
は
断
り
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
ご
み
を
出

さ
な
く
て
済
ん
だ
こ
と
と
、
レ
ジ
袋
の
代
金
が
節
約

で
き
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
少
し
嬉
し
い
気
分
に
な

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
自
分
専
用
に
何
回
も
使
え
る
も
の

が
あ
れ
ば
そ
れ
を
使
う

こ
と
が
、
ご
み
を
出
さ
な

い

こ
と
に

つ
な
が

っ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
取
組
を
広
げ
て
い
く
た
め
に
は
、

レ
ジ
袋

の

有
料
化
の
よ
う
に
、
わ
り
ば
し
や
紙

コ
ッ
プ
な
ど
の

使

い
捨
て
の
も
の
も
有
料
化
を
進
め
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
と
思

い
ま
す
。

そ
れ
に
よ

つ
て
、　
マ
イ
は

し
、　
マ
イ
カ

ッ
プ
な
ど
の
運
動
が
広
が
り
、
使

い
捨

て
社
会
を
見
直
す
こ
と
に

つ
な
が
れ
ば

い
い
と
考
え

ま
す
。

（三
百
八
十
三
字
）

資
料
Ａ

深
い
か
か
わ
り
を
持

つ
よ
う
に
な
る
と
、
わ
か
り
あ
い
た
い

と
い
う
欲
求
が
生
じ
、
相
手
の
視
点
に
立

っ
て
自
己
の
体
験

を
見
直
し
、
語
り
直
す
か
ら
。

本目

手

③

の

も

の

資
料
Ｂ

⑤

自
分
の
意
見
や
考
え
を
ま
と
め
、
的
確
に
伝
わ
る
よ

う
に
適
切
に
書
き
表
す
力
を
み
る
と
い
う
出
題
の
趣
旨

に
合

っ
て
い
れ
ば
よ
い
。
以
下
の
よ
う
な
観
点
に
基
づ

い
て
採
点
さ
れ
た
い
。

・
　

「ご
み
を
出
さ
な

い
取
組
」
を
具
体
的
に
取
り
上

げ
て
い
る
か
。

・

そ
の
取
組
を
広
げ
て
い
く
た
め
に
で
き
る
こ
と
に

つ
い
て
明
確
に
書
き
表
し
て
い
る
か
。

・

自
分
の
意
見
や
考
え
と
そ
の
根
拠
が
、
相
手
に
的

確
に
伝
わ
る
よ
う
に
、
論
理
的
に
書
き
表
し
て
い
る

か
。

字
数

の
不
足

・
超
過
に

つ
い
て
は
、
二
十
字
以
内

の

場
合
は

一
点
、
二
十
字
を
超
え
る
場
合
は
二
点
を
減
ず

ＺＯ
。表

現
に
関
す
る
誤
り

（文
法
、
文
体
、
語
句
の
意
味

・

用
法
、
主
述

の
照
応
等
）
、
表
記
に
関
す
る
誤
り

（文

字
、
仮
名
遣

い
、
句
読
点
、
符
号
の
用
い
方
、
原
稿
用

紙
の
使

い
方
等
）
が
二
か
所
あ
る
も

の
は

一
点
を
減
ず

る
。
三
か
所
以
上
あ
る
も
の
は
二
点
を
減
ず
る
。

部
分
点
可
。

（各

一
点
）

文
章

の
展
開
に
即
し
て
内
容
を
と
ら
え
、
理
解
す
る

と
と
も
に
、
的
確
に
ま
と
め
る
力
を
み
る
問
題

で
あ

る
。

以
下

の
よ
う
な
観
点
に
基
づ

い
て
採
点
さ
れ
た

い
。
・

深
い
か
か
わ
り
を
持

つ
に

つ
れ
て
生
じ
る
欲
求
に

つ
い
て
的
確
に
ま
と
め
て
い
る
か
。

・

文
章
の
展
開
に
即
し
て
、
内
容
を
的
確
に
と
ら
え

て
い
る
か
。

・

本
文
中
の
言
葉
を
使

っ
て
、
理
由
を
的
確
に
ま
と

め
て
い
る
か
。

同
様
の
趣
旨
で
あ
れ
ば
よ
い
。

表
現
に
関
す
る
誤
り

（文
法
、
文
体
、
語
句
の
意
味

・

用
法
、
主
述
の
照
応
等
）
、
表
記
に
関
す
る
誤
り

（文

字
、
仮
名
遣

い
、
句
読
点
、
符
号
の
用
い
方
等
）
が
二

か
所
あ
る
も
の
は

一
点
を
減
ず
る
。
三
か
所
以
上
あ
る

も
の
は
二
点
を
減
ず
る
。

部
分
点
可
。


